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m the standard Burmese, happen to correspond with vowels /i./ /u./ with high short 
tone, and /i/ /u/ with low level tone in Tavoy dialect. This phenomenon has once 
deen pointed out by U Pe Maung Tin in his article entitled "The dialect of Tavoy" 
JBRS. vol. xxiii, i, 1933, from which Denise Bernat quoted in her paper "The vowel 
systems of Arakanese and Tavoyan" Lingua vol. 15 1965. 
(5) Tavoy dialect terminates an affirmative sentence with /hs/, which functions a final 
particle as /ds/ in standard Burmese. Interrogative sentences in Tavoy dialect termi-
nate with /b:/ when one expects the answer yes or no, and with /nu:/ when an 
interrogative pronoun /phs/ or jphjaj is used. In a negative sentence, though a nega-
tive particle /m'd/ antecedes always a verb, the negative final particle /bu:/ is not 
used at all. There can be observed a final particle jja.j instead of /bu:/ in Tavoy dialect. 
One may become aware of a numerous resemblances between the South Western Dailect 
and the Tavoyan. L. F. Taylor had once stated briefly in his artcile entitled "The 
Dialects of Burmese" JBRS. vol. xi pt. u, that the Tavoyan does undoubtedly resemble 
Arakanese in many respects. The pattern of correspondences between Tavoyan and the 
Standard Burmese is not, however, always similar to those of the South Western dialects. 
It is necessary to take into consideration not only the fact that a consonant cluster in the 
South Western dialects is composed of -r- instead of -1- as the secondary element, but also 
the fact that the words with those consonant clusters in the South Western dialects quite 
differ from those of the Tavoy dialect. The velar clusters kr-, khr-, particulary in the 
South Western dialects, correspond with literal forms kr-, khr-, which had been written 
kr-, khr-, in the Inscriptions also, but are nowadays pronounced as affricates jc-/ and jch-/ 
in the standard Burmese. On the contrary, the velar cluster /kl-/ /khl-/ in Tavoy dialect 
are derived from the literal forms kj-, khj-, which are regarded as the descendants of the 
archaic forms not kr- nor khr-, but ld- and khl- in the inscriptions. It can be, therefore, 
concluded that the consonant clusters accompanying -r- in the archaic Burmese are still 
preserved in the South Western dialects, and those accompanying -1- of the inscription 
forms are no doubt maintained as the remnants in Tavoy dialect. Concerning to the 
bilabial clusters, pl-, phl-, ml-, and pj-, phj-, mj- in the archaic forms are still found in 
Tavoy dialect. Pr-, phr-, mr- in the archaic forms, which are completely preserved in the 
South Western dialects have turned into palatalized labials pj-, phj-, mj-, in Tavoy dialect. 
Dialectical characteristics of Mergui Dialect are summarized as follows. 
(1) No voiceless nasal nor voiceless lateral exists entitely in Mergui dialect. Voiced phon-
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　標準語の／eip，　Ou？／に対しては高短型声調をもつタボイ方言の単母音／i．，　u．／が，標準語の
／ein，　Oun／に対しては低長型声調をもつタボイ方言の母音／i，　u／が，それぞれ対岱するのは興
味深い。前二者は文語形の語末音一t，－p，後二者は鼻音一n，－mの脱落現象である。このことは，
24）　ibid．　P，93，96，101．
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A°・・一マウンティンおよびベルノーによって
り。
1）　標準語・ε？　1ε？
　　　　タボイーaP　Ia？
　　　意　味　　　手
2）　オ票準言吾
　　　　タボイ
　　　意　味
3）　標準語
　　　　タボイ
　　　意　味
4）標準語
　　　　タボイ
　　　意　味
wεP　hps？　ekhε？
wa？　hpa？　ekha？
豚　　鳥　　枝
も指摘されている。25）・VCの特殊な対応例は次のとお
thwε？ts
thwap　hε
出る
一
εP　　cε？　　chε？　　mjs？si．　　mjs？pin
－ip　ci？　善i？　　mji？　si．　bji？pan
　　　　鶏　へそ　　　眼　　　草
一
i？　　　ernji？　　ti？pin　　　pi？tε
一eip　ebjei？　teip　pan　pei♪hε
　　　　根　　樹　　　投げる
PjεPtε
pji？　hε
壊れる
jlP　tε　　　　ce寛iP
jeip　hε　　kla：ieip
巻く　貌
一
eip　leip　shei？　　？eip　tε　peip　tε
一
・．　ii．　shi．　？i．　hε　pi．　hε
　　　　亀　　山羊　眠る　　閉じる
5）　　耳票準言吾　一〇uP
　　　　タボイ　ーu．
　　　意　味
6）　標準語一〇u？
　　　　タボイ　ーaup
　　　　意　味
7）　標準語一au？
　　　　タボイ　ーo？
　　　意　味
8）　標準語
　　　　タボイ
　　　意　味
phebjOup　　SOu？tε　　nOup　tε
pha：brU　　su．　hε　　nu．hε
がま蛙　　破れる　抜く
mOu？shOu：
maup　shOu：
やもめ
？au？
？o？
下
？Ou？hnaup
？au？hnξ）？
脳
1e圭？pja
li．　pra
蝶
thoup　tε
thu．　hε
包む
gobidOu？
9（）bithaup
キャベツ
mjau？　chau？　　£au？tε　jau？tε
mjop　　chP　　to？　hε　jo？　hε
猿　　六　　飲む　着く
一
in　　thin：　　hin：　　　nin
－
an　　than：　　han：　　　nan
　　　　薪　　おかず　汝
Iin：de　win　dε
lan：hε　wan　hε
明るい　入る
hmou？tε
hmu．　hε
吹く
lOup　tε
1au？　hs
行なう
25）UPe　Maung　Tin　op．　clt．　pp。33－5；Denise　Bemot　op．　cit．　pp．470－1
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9）　標準語・e量n　？ein　be呈n：　皿ein：ma。　pein　dε　sein：dε
　　タボィーi　　？i　　bi：　　mi：ma．　　pi　hε　　si：hε
　　意　味　　　家　　亜片　　女　　　　やせる　緑色だ
10）　標準語一〇un　pedoun：koun　goun：　cっgoun：
　　タボイーu　　pedu：　　ku　　gu：　　cogu：
　　意　味　　　熊蜂　　貨物　うずら　背中
11）　標準語一〇un　隻oun：？oun：di：loun］i　　pekoun：
　　　タボイ　ーou　　丈Ou：　　？Ou：di：　　IOu］i　　　　pekou
　　意　味　　　三　　椰子　　　ロンヂー　肩
12）　標準語・Oun　jOun　　mjsp　IOun：　hnelOun：　5◎un：ds
　　タボイ　ーaun　jaun　　mji？laun：　hnelaun：　ξaun：he
　　意味　　　うさぎ　　目玉　　心臓　　負ける
13）標準語一aun　saしm　caun　paun　jaun：dε
　　タボイつn　SOn　cりn　pon　jon：hs
　　意　味　　　毛布　猫　　股　　売る
　以上述べた音韻的特徴の外に，タボイ方言には語彙，文法上の特色もある。その輿体例は次の
とおり。
（1）叙述文は／hε／で終る。／hε／の声門音は有声化された［丘〕であるが，タボイ方言において
　は有声音〔K］と無声音［h］とは対立する音素ではない。／hE／は，標準語のfinal　particle
　／dε／と同一の機能をもっている。例／jei：hε／〈書く〉／wεhε／〈買う〉／OOu　hs／〈泣く〉
②　疑問文は，文末が／1っ：／または／nu：／で終る。前者は諾否を尋ねる場合にのみ用いられ，
　後者は文中に疑問代名詞を含む場合に使われる。標準語の／la：／および／le：／にそれぞれ相当
する。疑問代名詞には／phε／または／phja／が使用される。例
　／hman：sa：pji：ba　lo：／〈食事は済みましたか？〉
　／phεma　gi．　nu：／〈どこにありますか？〉
　／phja　pつ：nu：／〈何が多いですか？〉
（3）否定文の文末には，／ja．／が用いられる。この／ja．／は，標準語の／bu：／に相当する。
　例　／mehi．　ja．／〈ありません〉／na：melεja．／＜分りません＞
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（41タボイ方言特有の語彙には，次のようなものがある。
　／kha？／〈貨幣〉／han：za：／〈椀〉／hmon：di：／〈蕃ざくろ〉／？i　tap　hε／〈結婚する〉／bwε：
　／〈蛸〉／gin　gOu　d呈：／〈パパヤ〉／ju　di：／〈唐辛子〉／kaP　pa．／〈斧〉
　こうした語彙以外に，タボイ方言では多音節語を省略して表現することが多い。例えば，
　標準語　gepjo　di：　themin：　　zeba：　　pheja：
　タボイ　bjo　di：　　hman：　　ba：　　phja：
　意　味　バナナ　　御飯　　　もみ米　仏
（5）タボイ方雷の声調体系は，標準語同様（i）低平型，（ii）緊喉母音に伴なう高短型，（iii）高平
　型の三種である。
　（2）　メルギー方言
　メルギー（ビルマ語名ベイ）はテナセリム管区の南端，書い換えるとビルマの最南端にある県
で，東ベイ，西ベイ，パll・’一，タニンダイー，ボウピイン，コタウンの六郡から成っている。そ
の県庁所在地は，梁名と同じメルギー（ベイ）である。ほとんど全県が森林に覆われだ6）この面
積11，326平方マイル27）のメルギー地方は，かってシャム領であった。当時その申心地は，メルギ
ー ではなくテナセリムであった。28）
　「テナセリム」に闘する最古の記録はビルマ語の碑文である。パガンのナンダマンニャ・パゴ
ダ碑文（1248AD）にはTanangsariという形で現われる。29）郵和の航海図では「答那思里」と記
されていた。3°）ヨーロッパには，Nicolo　di　Conti，31）LudovicQ　di　Varthemai2）Duarte　Barbosa，32－2）
Caesar　Freder三ke33）などによって紹介されている。
　メルギーの紹介は，ハミルトンによってなされた。それによると，「Merjeeはシャム王国に
属する町で，Tanacerin川の岸にある。ここからは，米や材木，錫，象牙などが産出する。」3”）
1683年，シャム国王によってRichard　Burnebyがメルギー総督に，　Samuel　Whiteがメルギー
26）J．G．　Scott　oP．　cit。　P．46．困みにメルギー県の農地は，1920年当時全面積の僅か2．3％にすぎなかった。
Tin　Htoo：Rubber　Industry　in　Mergui　distr三ct．　JBRS　voL42　pt．ii　p．153
27）Encyclopedia　Birmanica　vol．10　Rangoon　1966，　p．1
28）G．P．　Andrew：Burma　Gazetteer．　Mergui　District，　Rangoon　1962（reprint）P．4
29）G．H．　Luce：Countries　neighbouring　Burma．　BRSFAP．　vo1．II．　p．257
3G）向達整理「鄭和航海図」op．　cit．
31）R．H，　Major：India三n　the　fifteenth　Century．1857；Hugh　Murray：Historical　Account　of　Dis
coveris　and　Travels　in　Asia．1820　p．11
32）George　Percy　Badger：The　Travels　of　Ludovico　d玉Varthema．1863　PP．196－21e；Les　voyages　clu
Ludovico　di　Varthema．　pp．208－217
32－2）J．S，　Furnivall：Europeans　in　Bur皿a，　the　early　Portuguese，　BRSFAP　vol．II　pP．65－6
33）Samuel　Purchas：Hakluytus　Posthumus　or　Purchas　his　Pilgrimes．　Glasgow　1907　vol．X　chapt．IV
34）Alexander　Hamilton：ANew　Accou皿t　of　the　East王ndies．　London　1930　chapt．XXXVIII
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およびテナセリムのShahbandar（港務宮）に任命された。3’J）イギリス，オランダ，ポルトガル，
インド人回教徒などの商人が，盛んにメルギーに出入りした。ここは，シャムの王都アユタヤに
通じる良港であった。シャム領ではあったが，中，下層階級の住民はビルマ人であった。公用語
はシャム語であったにもかかわらず，住民の間ではアバのビルマ語の方がよく使われた。36）1785
年，メルギーは，アユタヤ攻撃に向ったシンビューシン王配下のミンヂー・ミンカウンチョーの
ビルマ軍10部隊によって占領され，それ以後ビルマ領となった。37）
　メルギー町の人口は1963年現在約3万6千人，梨内総人口は約21万人と報告されている。3B）こ
の内，三分の二が農民，87％は仏教徒である。地域的にみると，メルギー郡内ではビルマ語が使
われているが，それ以外の郡では都市のビルマ人には通じないような方雪が使われている。特に，
バロー郡には純粋なビルマ人は殆ど住んでおらず話されている方言も一層判りにくい。39）テナセ
リム地方にビルマ語の方言があることを具体的に指摘したのは，Francis　Buchananであろう。
彼は，Tanayntharee海岸で話されている言葉，すなわちビルマ人によってDawayza，　Byetza
とよばれる人達の言語を，ビルマ，アラカン，ヨーに次ぐ第4のビルマ語方言として挙げてい
る♂°）しかし，残念なことにその発音や語彙は紹介されていない。特にメルギー方言は，ラング
ー ンやマンダレーのビルマ語とは異なり，タボイ方言とも違う。一般に，文語形（書き言葉）を
話しているようだ41）と言われてきた。
　筆者が直接メルギーで採録した資料によると，メルギー方言の子音音素は／k－，kh－，9－，　t－，　th－，
d－，P－，　ph－，　b－，　D－，11－，　m－，　ti－，　c－，　ch－，〕一，　s－，　sh－，　z－，9－，　j－，　w－，1－，丈一，　h－，　P－／の26である。爾西
方雷群に存在する一r一を副次音とするConsonaRt　Clusterや，タボイ方言に認められる一1一を翻
次音とする二霊子音は，メルギー方言には存在しない。　けれども有声鼻音と無声化鼻音，有声
側音と無声化側音の対立がメルギー方書にはないため，標準語の／hg－，　hn－，　hm－，　hh－／および
／hi－／はメルギー方言の／p－，　n－，　m－，　h－，1－／との間に対応を示す，その例は次のとおり。
1）　　可票　準二言吾hgy，　hf～一；　　hgsP　hDa：ds　hhaP　tε
　　メルギーD－，h－；　　Dε？　ga：hs　haP　hε
　　意　味　　　　鳥　借りる　はさむ
35）Andrew　op．　c玉t．　p．5
36）Ma頗ce　Collis：Siamese　Whlte．　London　I936　pp．24－5
37）Konbaungzet　Maha　Yazawindawgyl．　vo｝．王I　p，22
38）Encyclopedia　Blrmanica　vol．10　pp．2－3
39）Andrew　op．　c三t．　pp．7－8
40）Franc三s　Buchanan：Acomparative　Vocabulary　of　some　of　the　languages　spoken三n　the　Burmese
Empire．　Asiatick　Researches　vo1．51798　pp．219－240
41）ULu　Pe　Wln：Beitmyo　thwa　Hsaungba，　Shumawa　1954　July　pp．21－25
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2）　標準語hn－；hnekhaun：hnan　hnou：dε　　　hnema．
　　　メルギーn－；　nekhaon：　nan　　nOu：hε　　・nema．
　　　意　味　　　　鼻　　バッタ　目ざめさせる　妹
3）　標準語hm－；hma：de　hman　dε　hmoup　tεhmaun　dε
　　　メルギーm－；　ma：hε　man　hε　mOu？　hs　maon　hε
　　　意　　味　　　誤る　　正しい　　吹く　　　暗い
4）　　標　準　語hl－；　h｝i：ds　h1ε：de　　hlε．　dε　hla．　de
　　　メノレギー　1－；　　盤：hε　　1ε：hε　　　iε．hε　　la．　hε
　　　意　　昧　　　削る　　倒す　　回す　　美しい
　無声化鼻音，無声化側音の消失と共にメルギー方言の特徴として，標準語の口蓋化（無声）両
唇鼻音／hmj－／に対し硬口蓋有声鼻音／ti－／で対応する例がある。
　例　標準語　hmjo．　emji？
　　　　メルギー　hり．　　otii？
　　　　意　　味　蛭　　根
　音節cv啓の一v一の位置には，／a，　i，　ulε，　o，　e三，　ou／の7－種がたつ。標準語との間におけるこ
れら各母音の対亦関係は，きわめて規則的である。ただし，唇音化音の後にくる狭母音／ei／は，
音声的には［oei］と発音される。
　例　標準語　khwei：　mwe量ehmwei
　　　　メルギー　khoei：　moei　emoei
　　　　意　　味　犬　　　蛇　　匂い
　音節cvcの一vcの位置には，／eP，　aP，　i？，　o？，　eiP，　ouP，　ao？，　ai？，　in，εn，　an，　un，　ein，　oun，
aOn，　ain／の16種がたつ。これらの韻母と標準語との関係は一応規期的であるが，中には次のよ
うな例もある。
1）　標準語一in　l圭n　themin：win　dε　mjin　dε
　　　メルギー一εn　lεn　mεn：　　wεnhε　mjεnhε
　　　意　　味　　夫　御飯　　入る　　見える
2）　標準語一an　gan：pan：pjan　dε　chan：dε
　　　メノレギー　一εn　gεn：　pεn：　pjεn　hε　chεn：hε
　　　意　　味　　羅　　花　　帰る　　寒い
3）　標準語一i？　ji？　　重i？pin　mjip　ti？　hni？
　　　メルギー－eP　je？　　£e？　pin　mje？　te？　ne？
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意　　味 維子　樹 曽孫　一　二
4）　標準語一uP　cuP　chuP　tε　wuP　shin　dε
　　メルギー－oP　co？　cho？hε　woP　shin　hε
　　意　　味　　玄孫　　脱ぐ　　着る
5）　　孝票　準　言吾　一au？　　laup　　taup　te　　khauptε　　jaup　tε
　　メノレギL　－ao？　iao？　　laoPhε　khao？hε　jao？hε
　　意　　味　　　うじ　飲む　　曲げる　着く
6）　標準語一aun　hmaun　dε　jaun：dε　na：thaun　dε
　　メルギー－aon　maon　hε　jaon：he　na：thaon　hε
　　意　　味　　　暗い　　　売る　　　聴く
　以上六例の内，（1）の標準語形に対するメルギー方書形には／in／，／εn／，（2）の標準語形に対する
メルギー方言形1こは／an／，／εn／の二種ずつがある。ここでは特殊な対応例のみを示した。上述
のように，メルギー方書には無声化鼻音，無声化翻音がない点を除いて，子音，母音共にさほど
特殊な形はもっていない。そういう意味で，メルギー方言を殊更特殊視するのは的外れである
が，ラングーン市民にとってメルギー方言はやはりわかりにくいと言われる。その原因は，メル
ギー方言特有の声調体系にある。私が蒐集した資料を基に，メルギー方言の声調体系を分析して
みると次のようになる♂の
　（1）声門閉鎖音（Glotta｝stop）を伴なう音節の声調には，（i）高短型，（ii）上昇型，（i呈i）低短型
　　の三種が認められる。高短型と上昇型の声調は，単音節語または低平型音節を伴なう二音節
　　語において認められ，低短型声調は高型声調を伴なう二音節語において認められる。後者
　　は，更に次の二種のタイプに分けられる。（iv）二音節語の後半音節が高型声調をもつ場合，
　　声門閉鎖をもつ前半の音節が低型声調となり，（v）二音節語の前半音節が高型声調をもつ場
　　合には，声門閉鎖音をもつ後半の音節が低型声調となる。
　（2）中舌母音に附随する無声調（Neutral　Tone）は，（i）二音節語の後半音節が低型声調また
　　は声門閉鎖を伴なう場合，前半の無声調が前舌母音の高平型声調となり，（ii）二音節語の後
　　半音節が高型声調の場合，前半部の中舌無声調はそのままとなる。
　（3）標準語の低平型声調に対しては，（i）低平型，（ii）下降型の二種で対応する。
　（4）標準語の高平型声調に対しては，①高平型，（ii）下降型の二種で対応する。
　㈲　緊喉母音共有の高短型声調は，メルギー方言においても高短型となる。
42）メルギー方言の声調体系については，かつてビルマ文で発表したことがある。ONO　Toru：Beit　zaga
Thudethana．　Shumawa　vol．23　No．2661969∫uly　pp．9－11
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　　その具体例は次のとおり。
（1－i）標準語・高短型　wεP・1・wun」　jiR」ba？　1　beza？　コ
　　　　　メルギー・高短型　wε7コwun」　jin」pha？1　baza？コ
　　　　　意　　味　　　　　　　熊　　　　　胸　　　　口
（1－ii）標準語・高短型　chε？　1　hgεP］　mjaupコ　cheUdau？コ
　　　　　メルギー・上昇型　chε？A　Oε？　／1　rajan？　A　chei」daoP／
　　　　　意　　味　　　　へそ　　鳥　　　猿　　　　足
（1－iv）標準語・高短型　mjεPコpin」　hnoupコkhanコ　1ε？コls　l　mjε？コhnaし
　　　　　メルギー。低短型　mjεP　L　piゴ　nou？＿ikhan　l　IE？」1eXj　mlε？」na＼
　　　　　意　　味　　　　　　　草　　　　　　唇
（1－v）標準語・高短型　zi　1　gwε？　“1　kou　n　jau？　1　Pouplhnaup1
　　　　　メルギー・低短型　zngwεp」　kou　－1　jao？　＿」　？oup・1・naop　L
　　　　　意　味　　　　ふくろう　　　九人　　　　脳
（2－i）標準語・無声調　ejei　J　　enai　　ceti？　1　　pheb　joup　1
　　　　　メルギー・高平型　Pan　jei　J　Pa驚na　j　ca］　kiP」　pha　1　bjou？」
　　　　　意　　味　　　　　皮　　　病　　　豹　　　がま蛙
（24i）　丼票　準　語○無声調　　ephja］　　ejou］　　ephu－1
　　　　　メルギー・無声調　ephja　l　ejOu　l　ephu　1
　　　　　意　　味　　　　　　熱　　　骨　　つぼみ
（3－i）　可票　準　言吾・イ氏平型　　tu＿＿」　　chin」　　joun」　　caun」
　　　　　メルギー・低平型　tu」　chin」　joun　」　caQn」
　　　　　意　　味　　　　　甥　　　蚊　　　兎　　　猫
（3－ii）標準語・低平型　話a」　？u」　mwei」　seOu」
　　　　　メルギー・下降型　9aY　？u＼　moel＼　seOuM
　　　　　意　　味　　　　　舌　　膝　　　蛇　　肛門
（4－i）標準語・高平型　phal　Poun　nwal　pan　1
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　　　メルギー・高平型　pha］　POu　n　nwal　Pεn　1
　　意　味　　　　蛙　　虫　　牛　　花
（4・ii）標準語・高平型　khal　dul　khweiコ　paI
　　　メルギー・下降型　khaN　duN　khoei＼　paN
　　意　　味　　　　　腰　　膝　　　犬　　頬
（5）標準語・高短型　can．コ　pin．　n　9U」　1ε？　1　ma．コ
　　　メルギー・高短型　cεn．1　pln．］gu＿」　1ε？」ma．］
　　意　　味　　　　　犀　　　蜘蛛　　　親指
　以上を図式化すると次のようになる。
　標準語の声調　　　　　　　　　　　　　　　　メルギー方言の声調
（i）　高短型（緊喉母音に附随）　　　一一　　高短型
　　　　　　　　　　　　　　　　　一f／低平型
（ii）　低平型（綴字上，無符号）　”！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～～下降型
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一／高平型
（iii）　高平型（綴字上：で現わされる（～～下降型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／高短型
（・・）葡型（声醐鰭辮なう）ぞ　上鯉
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　＼、低短型
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一無声調
（・）鮮調（中甜敵附随）〈＝ニ…一解型
　以上述べた音韻，声調蕨での特徴の外に，メルギー方言には次のような文法上の特色がある。
（1）叙述文は／hε／で終る。／hε／のh一は，音声学的には有声音［a］である。このfinal　part－
　icleは，標準語の／de／，タボイ方言の／hε／と同じ機能をもつ。例
　イ票　準　語　　sa：dε　　pjo：dε　？ei？chin　dε
　メルギー　sa：hε　pjつ：hε　Pei？　chin　hs
　意　　味　食べる　話す　　　眠い
（2）疑問文の文末は，（i）諾否を尋ねる場合／la：／，（ii）文申に疑問代名詞を含む場合／？i．／または
　／？ε．／で終る。例
　標準語　nei　kaun：dela：　pjo：ta？tela：　wei：dela：　　metwa：bu：la：
　メルギー　nei　kaQn；1a：　　pjo：ta？la：　　wei：la：　　　metwa：1a：
　意　　味　元気ですか　　話せますか　　遠いですか　行きませんか
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　標準語　ba　kho　d∂1ε：bεhnekhu．きi．　d∂1ε：bεga．　la　delε：
　メルギー　ba　kh3？i．　　phεlaoPkhu．きi．　Pε．　bεga．　la　pi．
　意　　味　何と呼ぷか　　幾つあるか　　　どこから来たのか
（3）否定文は，／a．／で終る。この／a．／は，標準語の／bu：／，タボイ方言の／ja．／と同じ機能を
　もつ。例
　標準語　me丈i．　bu：　mgtwa：bu　m∂jau？phu：bu：　皿ehman　bu：
　メルギー　meli．　a．　　mekWa：a．　mOjaOP　phU：a．　　meman　a．
　意　味　知らない　行かない　行ったことがない　正しくない
　　　（3）　ビルマ語南東方言の特徴
　ビルマ語の南東方言は，タボイ方言とメルギー方言とでかなり性格を異にする。音韻的な藤で
は，前者により古代的な要素が残っているのに対し，後者にはほとんどその痕跡が残っていな
い。
　タボイ方謬は，昔から，ビルマ語南西方言の分岐形だと言われてきた♂3）タボイ方言と南西方
言群との間には，確かに幾つかの共通点がある。文語形のkhj一にあたる音が共に9一で発音され
るとか，標準語形一ε？に対して一a？，－inに対して一anで対応するとか，－weiが一wiという形
をとるなどはそうである。また単語の面からみても，phja：jei〈潮〉，　khemaun：〈大花サルス
ベリ〉などといった同じ単語が共通して使われている4“）という事実もある。　（こうした現象は，
タボイ住民の先祖がアラカン地方からの移住者であったというアラカンの宰相マハーピンニャー
ヂョーの記述15）を想い出させてくれる）。けれども一方，南西方言とタボイ方言との間には，相互
に無関係な現象もある。－r一を副次音とする碑文形の二重子音が南西方雷群にのみ残りタボイ方
書では消失しているとか，逆にふを副次音とする碑文形の二重子音はタボイ方言には残ってい
るのに南西方雷群では他の音に推移しているなどがそうである。従って，タボイ方言とアラカン
地方の方言とが同一方言群を構成するとは言えないのが現状である。
　一方，メルギー方言は極めて特殊な声調体系をもっている。これは，古代ビルマ語の声調の残
存によるものではなく，むしろタイ語，中国語，マラヤ語といった隣接言語との接触による影響
と考えられる。因みに，メルギー県南部のコタウン，ボウピインといった国境近くの町では，ビ
ルマ語よりもマレー語やタイ語を話す住民が圧倒的に多い4fi）と報告されている。また，既に述べ
たようにメルギー県北部のパロ・一’には，純粋なビルマ人はほとんど住んでいないと言われてい
43）L．F．　Taylor　op．　clt．；J．　G．　Scott　op．　cit．　p．66；陳儒性「緬旬民族志略補遺・土瓦族」慶福宮百週年慶典
特鷺。仰光1961p．33
44）Min　Thu　Wun　op．　cit．；陳儒性「模範緬華大辞典」仰光1962　P．67，307
45）大野徹「ビルマ語方言の研究（1）」PP．98－9
46）Lolctha　Pyithu　Nezin　Thadinza　17－8－1968
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る。つまり，メルギー県民の多くは，異言語の影響を強く受けた人達，あるいは系統を異にする
言語とビルマ語との二言語併用者（Bilinguist）達によって構成されていると解釈される。メルギ
ー方言特有の声調体系は，こうした人達によって歴史的に作りあげられたのではないかと推測さ
れる。事実，メルギー方言嗣有の上昇型，下降型両声調は，ビルマ語には存在しないがタイ語や
中国語にはある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’
　ビルマに約36万人住んでいる’17）と言われる華僑は，雲南出身者を除くと広東，福建両地方の出
身者によって大部分が占められている。客家や湖北出身者もいるにはいるが，数は少ない。一般
に，ラングーンをはじめとする都市部には広東系が多く，地方在住華僑には福建系が多いi」S）と言
われている。歴史的に見ると，九世紀以前にビルマに来た華僑は例外なく四川省の出身者であっ
た♂9）それは，九世紀以降雲南人にとって代えられる。そして，広東人や福建人が姿を現わすの
は16世紀の後半になってからである。5°）その出身地別分布状況をみると，雲南人はシャン州，カ
チン州に多く，広東，福建の出身者はイラワジ川下流の地方に多い。実に在ビルマ華僑の68％が
下ビルマに住んでいる。その内，テナセリム管区の屠住者は15％で，華僑全体からみると決して
多いとは言えないが，タボイ県にもメルギー県にもかなりの華僑がいる。til）
　メルギー（華僑からは「丹老」とよぼれている）地方の華僑は，19世紀初頭からその存在が確
認される。1885～86年の人〔1調査によると，メルギー在住の華僑は当時まだ僅かに955人にすぎ
なかったs2）が，1931年には3，835人にふえている。s3）こうした事実だけで以て，メルーギ方言の声
調が中国語の影響であると断定することは，もちろんできない。かってシャム領であったこの地
方では，シャム語が公用語であったという歴史的事実も考えると，メルギー方言の声調はシャム
語の影響によるものであるかも知れない。いずれにせよ，標準語使用圏とは異質のタボィ方言使
用圏によって隔離されている以上，メルギー方言の声調体系が標準語のそれとは無関係であった
と解釈するのは誤りではなかろう。メルギー方言特有の声調体系は，標準ビルマ語よりはむしろ
歴史的，地理的，環境的に密接なタイ語やマレー語，あるいは住民構成に大きな影響をもってい
る華僑の言語などから強い影響を受けて変化したと推測することは許されてよいと思われる。
47）呉俊才「東南亜史」台北民国45年p．王66
48）Ko　Htoon　My三nt（福建系）およびKo　Myo　Myat（湖北系）談
49）Chen　Yi　Sein：The　Chinese　in　Upper　Burma　before　AD　l700，　JSAR　1966　p．88
5G）　三bid．　p．89
51）張正藩「緬旬鳥職」南京民国25年PP．118－9；旅緬安渓会館42週年紀念特刊，1963　P．　E14－17
52）蘇佐雄編「慶福宮百週年慶典特刊」乙篇p．4
53）　弓長正藩　OP．　cit。　Pユ18
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